
財務部長の広瀬です。

これから、2018年3月期第1四半期の決算概要についてご説明いたします。

まず、本資料3ページ目の連結損益計算書及び連結包括利益計算書からご説
明いたします。





2018年3月期第1四半期の売上高は1,530億円、売上総利益は115億円、営業
利益は62億円、経常利益は90億円、親会社株主に帰属する四半期純利益は
55億円となり、前年同期に比べ、減収増益という結果でした。

売上高、営業利益は減少しましたが、営業外の為替で前年度が33億円の差損
だったのに対し、今年度は5億円の差益だったことから、経常利益、親会社株主
に帰属する四半期純利益は増加しました。

5月に発表いたしました通期予想値達成に向けて順調にスタートしたと言えると
思います。

また、6月末の為替レ－トは112円/ドルであり、110円/ドルの想定為替レートより
も円安でしたが、その後やや円高で推移しており、今後の為替に関しても不透
明感が大きいため、想定為替レートは110円/ドルベースで変更いたしません。

尚、1円の為替感応度は売上高40億円、粗利益7億円、営業外で5億円、経常
利益では粗利益および営業外での感応度を合計した12億円程度となります。



4ページ目はセグメント情報です。

総合エンジニアリング事業は減収減益となりました。

これは、イクシスLNGプロジェクト、ヤマルLNGプロジェクト等の大型プロジェクト
がピークを超え、前年同期に比べて減収、減益になったことが主要因です。

一方、触媒・ファイン事業は前年同期に比べて増収増益となっております。

これは、機能性塗料を初めとしたファイン事業が引き続き好調だったこと等によ
るものです。



次に5ページ目連結貸借対照表です。

流動資産は、3月とほぼ同額でした。

その中では、現金預金が210億円増の2,066億円となった一方、完成工事未収
入金は244億円減少しております。

前年度以前に受注した案件の工事債権の回収が順調に進んでおります。

尚、貸借対照表に計上した以外に、ジョイント・ベンチャー口座に当社持分とし
て1,253億円あります。

固定資産は16億円減の1,637億円でした。

この3ヵ月間では大きな投融資はありませんでした。

資産合計は6,447億円で3月末時点に比べて15億円の減少です。

流動負債は、3月末時点とほぼ同額です。



未成工事受入金が20億円増加した一方、工事損失引当金は52億円減少しております。

昨年度損失を計上したプロジェクトはその後混乱なく順調に推移しております。

固定負債は3月末時点から変動なし、負債合計も2,630億円で3月末時点から変動ありま
せん。

純資産は15億円減の3,816億円です。

親会社株主に帰属する四半期純利益が55億円増加、配当金支払いで75億円減少が変
動の主な理由です。



次に受注についてご説明いたします。

6月末までの連結受注高は2,655億円となりました。

通期予想値は7,500億円ですから、既に予想値の1/3強の受注を確保したこと
になり、順調なスタートと言えると思います。

この3か月間の主な受注PJは、海外では、モザンビークのFLNGプロジェクト、ア
ルジェリアの原油集積・処理設備建設プロジェクト等、国内では、石炭ガス化複
合発電実証試験発電所向けCO2分離回収設備等です。



最後に受注残高の状況です。

6月末の連結受注残高は1兆1,608億円となり、3月末時点より1,151億円増加し
ました。

分野別ではモザンビークのFLNGプロジェクトの受注により、LNG分野が3月末
時点に比べて746億円増の4,624億円、石油・ガス・資源開発分野がアルジェリ
アの原油集積・処理設備建設プロジェクトの受注により432億円増の2,755億円
といずれも増加しました。

また、地域別ではモザンビークのFLNGプロジェクト、アルジェリアの原油集積・
処理設備建設プロジェクトの受注により、アフリカが3月末時点に比べて1,744億
円と大幅に増加し、残高も3,260億円と地域別で最大となりました。

以上で2018年3月期第1四半期の決算概要のご説明を終了いたします。

ご清聴ありがとうございました。








